
❸ 神業に挑戦～絵付け職人編～ （公民館）

❼ ＃はまぜんフォト コンテスト

❷ 三川内焼オークション （公民館）
1日2回（11：00～・15：00～）

（13：00～）

❶ 神事 はまぜん供養式 （陶祖神社）

※詳しくは裏面に

❻ 絵付体験 （嘉泉窯）
※人数制限あり
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協賛／三川内陶磁器工業協同組合・さるのあしあと・ホテルオークラJRハウステンボス・
　　　NOTOKO cafe&space・三川内山町内会及び町民の皆様

四季彩館
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美術館
三川内焼
美術館

無料無料

豆粒文土器
うつわ歴史館

美術館前駐車場

運行予定時間　20～30分間間隔にて運行
停留所（乗り場）

（本部前）（3日～5日まで 11：00～14：30）
三川内焼でのコーヒーテイスティング

※原則として降車自由です。（運行状況により異なる場合があります）

JR三河内駅美術館前駐車場 はまぜん祭り会場

無料循環バス運行案内

（送料別3,000円程度）

（5月1日 10：30～）
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❹ 若手作家達の挑戦～よか男のよか器展～
（古い窯場）

（古い窯場）

若手作家達の挑戦
～よか男のよか器展～

神業に挑戦
～絵付け職人編～
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はまぜん弁当 （四季彩館）（本部前）

NOTOKO （陶祖神社のとこ）
泰平や 平戸寿司 （泰平や）

食事処 キッチンカー （本部前）
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三川内焼 窯元はまぜん祭り実行委員会三川内焼 窯元はまぜん祭り実行委員会
長崎県佐世保市三川内町343長崎県佐世保市三川内町343 TEL.0956-30-8311TEL.0956-30-8311

オンラインショップ https://shop-mikawachi-ware.raku-uru.jp/オンラインショップ https://shop-mikawachi-ware.raku-uru.jp/
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伊万里伊万里

長崎長崎

平戸平戸
有田有田

三川内三川内
ハウステンボスハウステンボス

佐世保佐世保

天草天草

波佐見波佐見

唐津唐津

博多博多景徳鎮景徳鎮

熊川熊川

窯元が選ぶ 窯元賞 〈2名様〉 ￥15,000の商品券

# はまぜんフォト コンテスト
instagram 及び facebook で投稿期間内に三川内焼の写った素敵
な写真を「#はまぜんフォト」 を付けて投稿して選ばれると
はまぜん祭り参加窯元の三川内焼を買える高価商品券をプレゼント！

4月15日（月）17時～　5月5日（日）17時締切
5月6日（月）20時 SNS上にて発表

投稿期間
当選者発表
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